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門真市役所説明資料より

自治会長「独居老人を外に出して孤独死を防ぎたい」

↓
2021年度は2つのプロジェクトを実施



Aチーム：スマホ教室の試行

団地のリノベーション スマホ教室の実施 メディアの取材も

【得られた成果と課題】

• 高齢者のスマホに関する潜在的ニーズを確認できた。メディアの取材など社会的関心の高さがうかがえた

• 次年度も継続するためのマニュアルを作成した

• 今後の課題は、団地の住民のみなさんに活動を周知すること



Bチーム：団地内の農場整備

放置樹木の伐採 畑の土づくり・薪づくり 餅つき大会のサポート

【得られた成果と課題】

• 力仕事や高所作業など
高齢者に難しい問題の
サポートができた

• 今後の課題は継続的に
関わり合える仕組みづ
くり



学生の感想＆教員のコメント

 初めて餅つきを体験した。力いっぱいついてしまって、直ぐにばててしまった。プロの方
から「杵を落とすだけで力を入れない」と教えてもらった。そのおかげで、長い間つくこ
とが出来るようになった

 『独居老人を外に出す』という目標の実現のためにスマホ講座を開催したが、思ったより
も人が集まらなかったりとプロモーションの部分から全てに関して準備不足を感じた。そ
れを改善するためのものを後の世代に繋いでいき、最終的な目標に辿り着けたらと思う。

 『横のつながり』をすごく感じた。餅つき大会のときには主に動いてくれていた年配の
方々のほかに、その団地内の親子や小学校の校長先生や教頭先生までいらっしゃったので
その関係を上手く使っていく方法があるのではないかと感じた。

 「門真団地との関係を構築し、高齢者が外出しやすい環境にする」の仕組みは少しできた
が、高齢者と一緒に何か活動することのほうが、高齢者の外出する目的ができ、独居老人
も減ると思います。今回の活動は、学生だけの活動だったので、高齢者と一緒に活動でき
ればさらに良いものができていたと思います。

【教員コメント】小さなことでも0から1までの過程をじぶんたちで考える大切さと体感でき

たように思います。次年度は実践を仕組みにつなげていきましょう！


